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1. ミシ ン 糸 の 洗 た く に よ る収縮が,   Wash and

Wear, 防縮加工布 の縫製部分 の，し わ を発生 す る重 要

な原 因の一 つであると考えられる。この縫 糸の収縮を防

止 するこ とは，縫 製上重 要な問題である。こ とに木綿 ミ

シ ン糸の収縮防止 につい ては，い まだ解決されていない

ようなので， 油浴熱 処理 を行 ない ，木 綿ミシン糸の収縮

防止 につい て試 験し た。

2. 木綿 ミシ ン糸 の油浴熱 処理はつ ぎのよ うにして行

な った。す なわち，油浴中に，あらかじ め糊抜きした木

綿 ミシン糸を,   150゚  Ｃ で５分 間浸漬し た後ソーピングを

行 ない，熱水 で数 回洗 浄し て乾燥し た。

改質綿 布を用い ，数種類 の縫い方 につい て，油浴熱処

理木綿 ミシ ン糸 と，蝋 引き木綿 ミシン糸，糊付木綿 ミシ

ン糸 の，し わ発生 の状 態を比較 検討し た。

3.　油浴熱処理木綿 ミシン糸 は，洗 たくによって殆 ん

ど収縮し ない。　　　　　　　　　　　　　 ゜

油浴熱処理木綿 ミシ ン糸で縫製し た場合は，蝋引 き及

び 糊付木綿 ミシ ン糸 で縫製し た場 合に比較し て，縫製部

分 のし わ発生が少 なく，洗 たく後の効果 も顕著 であ る。


